
平成 17 年度入学試験問題解説 社会 第 1 回 

 

１ 日本の特徴的な自然現象についての文章をとおして、地理分野の基礎的事項の理解度を問うています。 

 

問１はいわゆるフェーン現象についての理解を問う問題です。各地の気候について学習する際には、選択肢の文章中にあるように、大気の動

きから理解することが大切です。正解は②です。 

問２はドイツの位置を地図から選ぶ問題で、正解は③です。ヨーロッパに関してはEU 加盟国を中心に、地図上での位置・および各国のおおよ

その特質をつかんでおいてください。 

問３の４つの雨温図から山形市のものを選ぶにあたっては、まず山形市が盆地上に位置しており、かつ盆地の気候の特徴は年間の気温差が

大きいこと、この２点を理解していれば解答は容易と考えます。正解は④です。 

問４では各都道府県の特徴についての理解度を、今回は高知県に関する設問をとおして問いました。正解は③です。 

問５は米の収穫量における東北地方の産出割合を問うたもので正解は②です。主要産物に関することがらについては、特にしっかりと理解し

ておいていただきたい分野のひとつです。 

問６・問７は九州の電子工業に関する問題です。IC は小さく軽い割に値段が高いため、航空機で輸送しても採算がとれるということを理解して

いれば解答は容易でしょう。どのような地域にどのような産業がおこるのか、地理的・人為的な背景を地域ごとに整理しておくことが求められます。

正解はそれぞれ「シリコンアイランド」と「空港」です。 

問８は重化学工業の割合が他の工業地帯に比べて低い、ということが理解されていれば正解です。 

問９は日本の代表的なリアス海岸についての理解を問うもので、正解は「若狭湾」です。山脈や三角州・海岸といった地形の特徴と、その環境

下での人々の暮らしとを結び付けて理解することが地理学習の第一歩です。まずは地形の基本的な特徴をしっかりとつかむことを心がけてくださ

い。 

 

２  高知県にまつわる歴史上の人物やことがらについて述べた文章からの出題ですが、あくまで日本史のおもな事項の理解度を問うたもので

す。 

問１は代表的な城下町についての知識を問うたもので、選択肢中唯一の門前町である②の長野が正解です。 

問２は江戸幕末の時代の流れを変える大きなきっかけとなったできごとについての問題です。正解の〈薩摩藩〉と〈長州藩〉の同盟＝薩長同盟

が、その後の倒幕をうながしました。 

問３の「文書」、いわゆる民撰（選）議院設立建白書は「民撰（選）議院」、「国会」の設置を要求したものでした。この要求はその後の自由民権

運動の発生をうながしました。 

問４の「サンフランシスコ平和条約」と正解の「日米安全保障条約」はいずれも日本史上の重要な条約ですので、セットでしっかりとおさえてお

いていただきたいと思います。 

問５の正解は、弥生時代のできごととされている④です。歴史上のことがらがそれぞれどの時代におこったものなのか、学習の際にはきちんと

区別する必要があります。 

問６も問５同様の趣旨の出題です。『土佐日記』が書かれた平安時代のできごとでないのは②で、これは奈良時代の聖武天皇による「国分寺・

国分尼寺建立の詔」をさしています。 

問７で空海について正しく述べているのは③です。日本の仏教と有名な僧についての知識を問う基本的な問題です。 

問８の正解は「承久の乱」ですが、これも日本史上重要かつ基本的なことがらです。 

問９は歴史上の重要人物がおこなったことについて、きちんと理解し区別できるかどうかを問うています。延暦寺の焼き打ちは織田信長による

ものですから③が正解です。 

問 10 では江戸時代の参勤交代について正しく理解できていれば、解答は容易と考えます。④が正解です。 

問 11 も、問９同様、各選択肢の人物の業績を正しく思い出すことができれば、容易に④の正解にいたるでしょう。 

 

３ 今年の 10 月に、正式な発足から 60 年の節目をむかえる国際連合について述べた文章からの出題です。 

問１は EU 統合の目的についての理解を問うています。個々の国がグループを作ることによって、どのような利点があるのか、世界的な視点で

理解していることが必要です。市場規模を拡大することで、アメリカや日本といった国々に対抗する力をつけるため、ということが述べてあれば正

解です。 

問２・問３はともに国際連盟についての正確な知識を問うています。正解はそれぞれ①と④です。 

問４は「アナン」が正解ですが、日頃から報道や出版物などを通して、時事的な事柄に興味関心を持って接していれば容易に正答できるでし

ょう。 

問５・問６では今度は国際連合についての正確な知識を問うています。正解はそれぞれ「拒否権」と①です。 

問７は国会のはたらきについて問う基本的な問題です。正解は③です。 

問８は現在起こっている改憲論議での議論の中心となっている憲法第 9 条についての問題で、正解は「戦力」です。 

問９は非常に基本的な問題で、「冷戦」または「冷たい戦争」と書かれていれば正解です。 


